
例年では、九月になると気温が下がり、夜には涼しい虫の音色がはっきりと聞こえてくるはずなのですが、今年

は夜の気温が高いために、秋の虫たちが鳴くのを控えているようで、暑さがまだまだ続くように感じます。日中に

35℃を越える厳しい暑さが、連日の天気予報で報じられていますが、皆様、お元気でおすごしでしょうか。 

1923年に関東大震災が発生した日として知られている、9月１日は「防災の日」ですが、毎年この時期には全

国で防災訓練が行われたり、家庭でも備蓄の見直しが呼びかけられたりします。昨年8月に、宮崎県で震度6弱を

観測した日向灘を震源とする地震の発生を受けて、気象庁は「南海トラフ地震臨時情報（巨大地震注意）」を初めて

発表しました。その発表があった際には、テレビやネットでは、水や電気、ガスなどのライフラインが数日止まる

ことを想定した準備を行うことを頻繁に呼びかけていました。自宅でも、詳しく防災対策を調べ直し、計画を立て

て、例えば、ペットボトルの水、レトルト食品、パックごはん、カップ麺、乾パン、缶詰などの食品類を家族と一

緒に買い出しに行き、緊急持ち出し用の収納に保管していました。ローリングストック（定期的に消費分を補充す

ること）を怠っていたため、今月の9月現在では、水と食料の在庫が減っていたので、近日中に買い足す予定です。 

昨年食料品以外に備えたものには、例えば、カセットコンロとボンベ、ライター、新聞紙、乾電池、携帯電話な

どの充電コード類、LEDライトとモバイルバッテリー、手回し発電のラジオ、段ボールの簡易トイレ、ビニール袋、

水をろ過する携帯浄水器、ペットの餌やトイレシート（トイレシートは簡易トイレでも使用予定）、飲み薬、包帯や

消毒液、バンドエイド、ハサミ、ひも、タオル、液体歯みがきと歯ブラシ、保険証やマイナカードの写し、筆記用

具、小銭、予備のメガネ、予備の靴（置き場所は枕元）などがあります。家族写真があれば、万一の身元確認や避

難所での家族探しに役立つそうです。（遠方の家族を含めて、避難時の連絡方法を確認しておきます。）加えて、寝

室やリビングなどに、地震の揺れで落下するものがないかを見直して、タンスなどが倒れない工夫をしてみます。 

今年のような猛暑を想定して、食塩や塩飴、扇子、日傘、帽子などを、猛暑時の防災対策に用意したいです。 

～Vol.18４ あなたの生活に役立つ情報が満載のきた歯科医院だよりです～ 

きた歯科だより
発行/ きた歯科医院  〒520－2331 野洲市小篠原 2215  ☎077-588-5885 

ホームページ httpｓ ://www.kita-dental.jp  Ｅメール info＠kita-dental.jp



  



  



   


